外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	



平成30年10月25日（木）　　　司会：馬場　勇治　記録：慶長　孝太

	矢幅
	橋本
	小川
	菅原
	小嶋
	慶長
	戸賀沢
	鳥谷部
	三國
	柴崎
	馬場

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	○
	○
	○
	○

	紫葉
	佐々木
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	業務
	業務
	
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各チームで医療福祉学会の読み上げ原稿を作成すること。
・日用品の物品管理が出来ておらず、特にトイレットペーパーの発注がギリギリか足りなくなることが続いているので、日常的に物品の管理に努めること。
・WIZ回覧でコメントされているが、メールを既読したあとに指摘事項を訂正せずに日数が経過する事が続いている。コメントを見た方はカンファレンス等で情報共有し、すばやく訂正できるようにすること。
・人事考課について、面談スケジュールを入力し、面談3日前までに考課表を小嶋SGMまでメールで送ること。
・年末年始に関して…デイナイトケアは1/3から、ナイトケアは1/4から開始予定。
・11/3（土）は写真撮影まで時間があるため、館内の清掃を行う予定。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

①10/27（土）14：00～15：30こころすこやか財団　講演会

テーマ：「障害者だって年をとる」　場所：こころすこやか会館

②11/9（金）八戸地区認知症疾患セミナー
場所：パークホテル
⇒まとめて申込みするため、参加する方は今週中に小嶋まで一報ください。
②11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

　場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
③11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

　「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

④12/9(日)9：30～16：00　臨床精神医学研究会
　場所:コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
〔院内・法人内・グループ内研修〕

①10/24（水）、10/31（水）17：30～18：30　場所：4階メモリアルホール
　テーマ：｢感染対策(インフルエンザ・ノロ)｣　

講師：佐藤　志穂 (感染対策管理委員会 委員長)
②10/25（木）17：15～　看護グループ内研修
　テーマ「精神科現場における暴力対応」　場所：病院2階会議室　講師：成田Ns

③11/3（土）医療福祉学会特別講演　第5回法人研修

テーマ：「富山型デイサービスについて」
＜提出期限＞

・11/5（月）昼　10月分月報
・11/8（木）10月分経過録

＜利用者様情報＞
デイケア

・田端　香織　様～母様より架電があり、嘔気から食事が思うように摂れず、昨日も1食程しか食べれていない状況とのこと。八戸赤十字病院から下剤が処方となっているが、排便も2日～3日に1回のペースであると言う。イレウスではないと言われているが、症状改善しない為本日デイケアは欠席となる。八戸赤十字病院受診は10/30とのこと。
・久保　興介　様～母様より架電があり、本人の調子が悪く、ピリピリした様子がある為、家族のみで明日、当院受診の予約をしたとのこと。デイケアでの電話対応に関して「いつもありがとうごさいます」と話しており、本日本人から出欠に関する電話がない場合はデイケアから連絡をお願いしたいと話している。その後、本人より架電があり、交通手段がない為、デイケアは欠席するとのこと。体調を確認すると「大丈夫です」と素っ気なく返答し終話。明日の当院受診の状況を確認していく。
・金田　光希　様～本日体験利用の予定だったが、本人より架電があり、風邪の為体験利用は欠席するとのこと。
・根地戸　恵　様～来所時から声高に話し掛けることや、他利用者やスタッフから写真を撮ってもらい、撮った写真や撮った相手のことを気にする発言が目立っている。また、曽我泰庸様に性的発言をされ、「ちょっとやだ～」と笑いながら話している。本人の行動に対し、写真を撮ることによって今まで体調を崩してきた経緯があることを振り返り、対応や行動に注意しながら過ごすよう説明。「わかった」と話しているが、言動に変化は無い。
・曽我　泰庸　様～根地戸様に「妊娠してんのか？俺との子ども？」と性的発言があり、スタッフ介入している。以後、同様の発言はないが、話し掛けの多さや、勝手に散歩に行こうとするなど、気分の高揚さが窺える。不調を訴えることや、過度な行動はないが、都度振り返りを行いながら対応していく。
・成田　尚史　様～本日体験利用を実施。スタッフから説明を聞きながらプログラムに参加しており、問題なく過ごしている。今後の正式利用については、次回当院受診時に主治医に相談するとのことで、無理せず相談しながら決めるよう促している。
・豊川　明男　様～グループホーム世話人より情報提供がある。今朝の訪問時、左手首の痛みがあると話しており、今年2月に雪掻きをして痛めた後から2日に1回程度痛みがあるとのこと。当院受診時に主治医へ相談して整形外科受診を決めると話していたとのこと。その後本人より架電があり「今日は気分が向かないので、休みます」と話している。体調は本調子ではないとのことことを話している。その為、明日は休まずに来所するよう伝えると、「はい分かりました。ありがとうございます」と話し終話している。

・大下　伸治　様～グループホーム世話人より情報提供があり、昨日グループの入居者に対して「うるさい」と言ったと世話人へ報告があったとのこと。相手はデイケア利用者ではなく、同グループホーム入居者から苦情がある方とのこと。デイケアでは穏やかに過ごしており、体調確認すると「ちょっと具合悪いけど、いつもほどじゃない。カロナールは飲んでない」と話しており、情報提供があった内容について話すことはない。
・川口　尚良　様～先日、関向様にインターネットで検索してもらおうとした際に、担当スタッフから注意を受けていたが、そのことに対し担当スタッフ以外のスタッフへ「インターネットってお金かからないんじゃないの？指摘されて苛々した」と訴えている。担当スタッフへの対応は素っ気なく、顔をテーブルに伏せて過ごしている。また、余暇時間に他利用者に「煙草をやめて飲酒しようかな？」「飲んでた頃の俺を見たらみんなびっくりしちゃうだろうな」などと飲酒していた過去について話している。その後、スタッフの所へ来て、「（担当スタッフと）上手く話せないな」「少しイライラしちゃう」などといつもと違う感情に自身が驚いているような発言が聞かれている。本人自身、インターネットの利用について分からないこともあり、注意された内容への不信感を持っている可能性がある為、適切な情報を伝えつつ、飲酒などの行動化をしないよう対応していく。
デイナイトケア
・倉橋　生子　様～最近声高に声を掛ける等の気分の高揚さが目立っていたが、本日は声掛けは少なく、静かに過ごしている。引き続き本人の言動に注意しながら適宜介入していく。
・鈴木　真知子様～昨日デイナイトケア来所前に逆方向へ行こうとしてスタッフが介入しているが、本日は同様の様子はなく穏やかに来所している。来所後は、勝手に外へ行こうとすることや、外出要求はないが、昼食後口元を指差し、漠然とした不調を訴え、静養室にて休養している。最近風邪症状を訴える他利用者が増えている為、症状変化に注意しながら適宜介入していく。
※青風荘入居者間で風邪症状が流行しているため、感染拡大に注意していく。

ナイトケア
・村上　元道　様～来所時にマスクを着用しており、時折咳をしている為体調確認すると「ちょっとね～前に買った市販薬もったいないから持ってきた」と話す。処方薬との併用について「先生に聞いたことあるから大丈夫。そのときにPL処方してもらってたんだけど飲んじゃう」と笑いながら話している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H30年10月25日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：鳥谷部　　　　　　　

検討内容　目標、計画の検討、プログラムの空き時間の支援

	氏名
	斉藤　良宏様
	性別
	男
	年齢
	86歳
	生年月日
	S7年6月18日

	主病名
	アルツハイマー型認知症
	合併症
	不整脈

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	現状の維持

	家族希望
	現状の維持、日中の活動

	入院歴
	0回

	通所歴
	1回目

※今回：　H28年6月20日～現在（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：

自宅
	家族構成：

次男（同居）
長男、長男嫁（長男夫婦は本人宅の隣に在住）

	利用制度
	＊介護保険申請し、H30.10.19介護保険調査を受けている。

	備考：長男嫁様の話では自宅では外の草取りをして過ごす以外は、自宅でゆっくり過ごしていると言う。入浴などしてはいるが、しっかり洗えているか不明であり、襟元が汚れている事もあるとの事。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加できるよう促していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加する。スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法などへの取り組みから認知機能低下を防止していく。

	
	②わからない時は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからないことがあり、本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①デイケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加していく。
	・H28.6.20よりデイケア利用開始。送迎はご家族のため、問題なく通所している。

・記銘力の低下が目立っており、複数回来所しているが、「初めて来た」と話していたが、現在は週に3日来ている事を話すと、「分かるよ」と話している。通所後、1日の流れの把握が難しいため、促されることで参加できている。参加後は、促しにて発言する様子が見られている。レクでは笑顔で参加している事が多い。

・作業療法で計算問題を行ってもらったが、45分ほど集中して取り組み、間違いはほぼなかった。


	・現状維持できるようにしていく。

・スタッフからプログラムの参加を促し1日の流れに慣れていただく。本人と話し合い、要望を取り入れながら認知機能の低下を防止していく。

・出来るだけ、暇な時間を作らないように作業療法の内容を検討していく。

・特に祝日は読書や計算問題、書写等勧めてみる。

	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	・朝の日課(検温･出席簿)は、忘れていることが多く、スタッフ声掛けにて行っている。ロッカーキーに関しても、取らずにロッカーへ物を取りに行く事がある。スタッフの声掛けでロッカーキーを取っている。

・1人で過ごしていることが多いが、特定の方とに話しかけられると、返答している。

・以前は、通所すると、穏やかに過ごしていたが、最近、通所利用中は表情硬く、不機嫌な様子が時々見られている。昼食後、「何の為に来ているんだ」「なにやってるか意味がわからない」とデイケア来所について話しており、スタッフから日中活動の確保や病状の安定等、様々な目的をもってプログラムを行っていることを説明すると、「そうか」と言って聞いている。祝日でゆったりとしたプログラムの際は帰宅要求が強まり、強引に家へ帰ろうと外へ出る事があり、家族様へ連絡し、迎えに来てもらうことがあった。プログラムへは普段通り表情良く参加しており、否定的な発言はない。時間が立つと、また、首を傾げ納得していない様子が窺える。再度上記同様の発言が聞かれ説明している。
	・自分からスタッフへ声を掛けられずにいる為、繰り返し遠慮なくスタッフへ聞いてよいことを伝えていく。

・不機嫌な様子が見られた際は早めにスタッフ側から確認をするようにする。以前に自宅へ帰ろうとしていたことがあったため、所在の確認を行っていく。

・不穏になるのは、午後3時以降が多く、不安や心配から来る行動と考えられる為、次のプログラムの予定を伝えたり、声かけの工夫をしていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイケアに継続して通所し、スタッフは積極的にプログラムに参加できるよう促していく。
	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加する。スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。

	
	②わからない事がないか、スタッフが確認する。
	②わからない事がないか、スタッフは声をかけ、問題なく過ごせるようになる。
	②スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。


